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医師紹介

副院長　松村 克己

医師からのメッセージ

精神科　麻生 修一郎

本年６月中旬より精神科病棟、精神科外来の診療を

担当させていただいております。どうぞよろしくお願い

いたします。

ご存じのように我が国はさらなる高齢化社会を迎え、

またバブル崩壊以降の社会の多様化、混沌の中で、各

世代におけるストレスの質、量ともに大きく様変わりし、

自らを社会に合わせていく生き方がとても難しくなって

きています。

実際の精神科の診療場面においても、この変化を反

映して、従来の精神疾患の診療の機会は大幅に減少し、

認知症を中心としたご高齢者や時代を反映したストレ

スによりもたらされた心身の変調を訴える方の診療に

当たる機会が圧倒的に増加してきたように思います。

その中での精神科医の役割というのは、それぞれの

精神変調に応じた治療

に当たり、その苦痛を

和らげていくことはも

ちろんですが、患者様

ご自身および支えてお

られるご家族がその先

に待ち受ける現実の社

会生活といかに折り合

いをつけていけるか、細やかなサポートをしていくこと

だと考えています。

当院の持つ心身の回復期リハビリテーションの特徴

を生かしつつ、精神科診療に当たっていく所存ですの

で、精神科医のこの特性をご理解いただき、お気軽に

相談していただければ幸いです。

　平成22年に緑豊かな環

境の中、機能的な病院に

全面的に改築されました。

それと並行して中身も変

わりつつあります。その代

表的な取り組みを紹介し

ます。

　①地域包括ケアの推

進：病院を中心とした併設デイケア施設による患者様への

ケア。それを支える居宅介護支援事業所、ヘルパーステー

ション。在宅が困難な方のためのサービス付き高齢者向け

住宅、住宅型有料老人ホーム。これらが一体となり地域の

医療・介護をサポートします。

　②総合リハビリセンターの充実：本院の特徴である脳血

管障害後および神経難病、骨折後のリハビリ、廃用の予防

回復などのために理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、

総勢50名で患者様の回復に取り組んでいます。

　③神経内科、内科、精神科が統合できる医療：回復期病棟、

障害者および一般病棟、精神科病棟があり、複合疾患の方に

も対応した医療を提供できるのが当院の特徴です。

　④病院機能評価の認定：本年6月に病院機能評価（Ver6）の

認定を受け、全職員が病院のシステム・環境・機能などの改善向

上に取り組み、当院の使命「病める人の気持ちを理解し、“信頼

され、選ばれる病院”を目指して研鑽します」を再認識しました。

　⑤検査機器の充実：CTを導入し、神経内科の充実と

ともに平成24年に1.5テスラのMRIを設置。本年8月には

嚥下造影検査にも対応できるよう透視装置を導入します。

　私たちは急性期の病院、地域の病院、行政、自治会や老

人会の方々と連携を持ちながら地域の医療・介護に貢献

し、進化し続けます。

地域に貢献する病院として ー進化を続ける城南病院ー

城南病院精神科に赴任して

えんげ

さん



　城南病院は、熊本市の最南端

に位置する城南町にあります。当

院の専門性からしても治療の専

門分野を周辺地域の皆様方に

しっかりとお伝えをしながら日々診療に当たり自己研鑚を

続けていく所存です。

　さて当院には平成25年度に新たに教育研修部という部

署ができました。医療スタッフのスキルの向上を目的とし

てこれまでも外部講師をお招きするなどしていろいろな研

修会を実施してまいりました。また看護師のスキルアップ

を目的とした座学と実習を交えた4回コースの救急蘇生講

習をはじめ、ラダー形式の研修を今年度も実施していると

ころです。このようによりよい医療を患者様方に提供でき

るように各部署が学習していくための教育・研修を企画運

営する部署として教育研修部が発足しました。

　また、院内に対してのみならずこの教育研修部から地域

の皆様方への啓発・普及活動を企画しております。すでに

城南町の地域包括支援センター「ささえりあ火の君」と連

携を取りながら城南地区の地域住民の方々を対象に、6月

29日には当院の研修ホールで、また地域の介護職員など

の専門職の方々を対象に7月17日には火の君総合文化

センター研修室で「熱中症」に関する講演を企画実施させ

ていただきました。今後もテーマを変えながら実施してい

ければと考えております。

　今後も当院は、地域全体の教育・啓発に役立てる方法

を模索して活動していきます。なにかご要望がございまし

たらお気軽にお声掛け

ください。

教育研修部長
髙井 英二

教育研修部のご紹介

「摂食・嚥下委員会設立プロジェクトチーム」
えんげ

　食べ物を噛んだり、飲み込ん

だりできない状態を「摂食・嚥下

障害」といいます。食べ物が肺

に入っておこす肺炎（誤嚥性肺

炎）や窒息など生命に危険を及ぼす可能性のほか、低

栄養による体力・免疫力の低下や食べる喜びも失われ

ます。

　元気な高齢者は必ずといっていいほど食欲を含め「摂

食・嚥下」が若々しいですね。多くの種類を満遍なく食す、

そのことが健康の秘訣のように思われます。その一方で

高齢化に伴い低下するのも「摂食・嚥下」能力です。

　また突然発症の脳血管障害や緩徐進行性の難病な

どでも、嚥下機能の低下は若年者にも見られます。その

意味ではほとんどの人がいつか、何らかの形で嚥下障

害を実感するといっても過言ではありません。

　日本でもつい最近まで嚥下機能の正しい知識や評価

がなされていないために、誤嚥性肺炎を起こした患者

に対して安易に胃瘻増設が行われたり、適切な指導訓

練がないまま経口摂取が続けられ肺炎を併発されてい

る例も見られました。

　このような嚥下障害に対して専門的に対応するのが

ST（言語聴覚士）という存在ですが、このたび当院では

彼らを中心に職種を超えた多くのスタッフでチームを作

り、障害を乗り越えもう一度食べる喜びを獲得していた

だくための「摂食・嚥下委員会設立プロジェクトチーム」

を立ち上げました。８月からは新たに嚥下造影検査

（VF）を導入し、より一層の集約的治療に効果を上げて

いきたいと思います。

リハビリテーション科
木村 貴弘

さん

ごえん

かんじょ

いろう



当院への転院

当院の脳卒中治療と
リハビリへの取り組み
脳卒中リハビリテーションを行う当院では、病院におけるリハビリを通過点と捉え、患者様
が住み慣れた地域でその人らしい生活を続けるために、かかりつけの先生・福祉施設・
介護保険事業所などと緊密に連携を図るとともに、当院関連施設と連携しながら継続
した回復期リハビリを提供しています。

摂食・嚥下チーム

摂食・嚥下障害の評価として嚥下造影検査（VF）を実施しています。

この検査により嚥下に関わる諸器官の動きや形態の異常、食塊の働

きなどを確認して器質的・機能的異常の有無を調べることで嚥下機

能を正確に評価し、訓練方法や代償方法を検討します。また、医師、

言語聴覚士、管理栄養士らがチームで食事形態や摂食訓練の進め

方などを総合的に検討し、看護師と共同で安全な環境の下で最適な

方法を用いて訓練を実施しています。

患者様にとって安全・快適な摂食状態をつくり
生活の質（QOL）の向上を図る

再発予防管理
基礎疾患や合併症の医学的管理と危険因子管理を

行っています。脳卒中の再発予防のため、疾患（糖尿

病・高血圧・脂質異常症・不整脈など）の状態について

評価し治療に注力しています。

患者様の生活の質（QOL）の

向上を図るべく、各専門職がチーム

一丸となって取り組んでいます。

チーム医療

急性期治療
-急性期病院-

急性期
（発症から14日程度）

回復期
（5カ月程度）

神経内科／脳神経外科
当院には神経内科医3名、脳神経外科医1名が常勤し

ており、リハビリスタッフ50名が積極的にリハビリ治療

を行っています。また、MRI（1.5Ｔ）、全身用ヘリカル

CT、超音波画像診断装置、FPD搭載デジタルX線透視

撮影システム、デジタル脳波計、ホルター心電計など

脳卒中の診断・治療に必要な最新の医療機器を備え

た、人材面・設備面とも充実した体制を整えています。MRI（1.5Ｔ）MRI（1.5Ｔ）

全身用ヘリカルCT 超音波画像診断装置
FPD搭載
デジタルＸ線透視撮影システム

入院治療
薬剤師

地域連携部
スムーズな転院の
ためのサポート



回復期リハビリ病棟
それぞれの専門職が一丸となり
質の高いリハビリを提供
回復期リハビリ病棟では、ADL（日常生活活動）能力の向上による

寝たきりの防止と在宅復帰を目的として専門的かつ集中的なリハ

ビリを行います。医師をはじめ、看護師、理学療法士、作業療法士、

言語聴覚士、ソーシャルワーカーなどが共同で、それぞれの患者様

に合ったプログラムを作成し、これに基づいて実生活での自立を目

指したリハビリを365日行っています。

訪問リハビリ
回復期リハビリ病棟退院後も理学療法士、

作業療法士、言語聴覚士がご自宅を訪問し

て継続したリハビリを提供します。

在宅生活支援

通所リハビリ/外来リハビリ
回復期リハビリ病棟退院後も理学療法士、作業療

法士、言語聴覚士や、健康運動実践指導者、看護師、

介護福祉士による機能回復訓練サービスを提供して

おります。これにより、退院後の環境の変化やリハビリ

提供量の急激な低下により生じる、身体機能・生活機

能低下の予防に努めています。

リハビリテーション科

リハビリ館

摂食・嚥下チーム
えんげ

摂食・嚥下障害の評価として嚥下造影検査（VF）を実施しています。

この検査により嚥下に関わる諸器官の動きや形態の異常、食塊の働

きなどを確認して器質的・機能的異常の有無を調べることで嚥下機

能を正確に評価し、訓練方法や代償方法を検討します。また、医師、

言語聴覚士、管理栄養士らがチームで食事形態や摂食訓練の進め

方などを総合的に検討し、看護師と共同で安全な環境の下で最適な

方法を用いて訓練を実施しています。

患者様にとって安全・快適な摂食状態をつくり
生活の質（QOL）の向上を図る

地域
-かかりつけ医-

再発予防管理
基礎疾患や合併症の医学的管理と危険因子管理を

行っています。脳卒中の再発予防のため、疾患（糖尿

病・高血圧・脂質異常症・不整脈など）の状態について

評価し治療に注力しています。

患者様の生活の質（QOL）の

向上を図るべく、各専門職がチーム

一丸となって取り組んでいます。

チーム医療

維持期
（退院後）

リハビリ

患者様・ご家族

医師
看護師

薬剤師

管理栄養士

医療ソーシャル
ワーカー

放射線技師
臨床検査技師

理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

医療ソーシャルワーカー
退院時のサポート

連携



昼の部

15：00～　市民公開講座 「脳卒中の予防と治療」

 講師：城南病院院長　内野誠

16：００～　健康相談会

夜の部

18：30～　出店やバザー、地域グループによる踊りや演奏に加え、ばって

ん城次肥後にわかショー、MICAミニコンサートもあります。昨年に引き続き

くまモンもやってきます。さらにお楽しみ抽選会では豪華賞品をご用意して

おります。お誘い合わせの上、多数のご来場をお待ちしております。

新入職員からのごあいさつ

あれこれ

今年４月に入職した新入職員の「今」の様子、８月

１７日（土）開催の城南病院夏まつりのご案内、

８月より開始する嚥下造影検査を紹介します。

今回の「あれこれ」は……

城南病院の

あれこれ

8月17日（土）
城南病院夏まつりを
開催いたします。

　城南病院ではさまざまな職種のスタッフが働いており、その中で

私も薬剤師として共に患者様の治療に関わりたいと思い入職いた

しました。現在は臨時・定期処方箋の調剤業務や入院患者様の注

射薬の調剤などをさせていただいています。まだまだ知識不足で

自分にできることは限られ

ていますが、患者様・スタッ

フとの信頼関係を築き、一人

前の薬剤師になれるように、

まずは目の前のことに一つ

一つ丁寧に取り組んで、頑

張っていきたいと思います。

薬剤師　松村 遥

　平成25年4月より当院に入職し、緊張や不安、仕事の楽しさを

感じながら早くも3カ月が過ぎました。周囲のスタッフの支えも

あり、3カ月前より落ち着いて業務に取り組めるようになりました。

まだまだ患者様に信頼されるには時間がかかるとは思いますが、

まずは誠心誠意を尽くし、

仕事に励んでいこうと思い

ます。今後、信頼されるセラ

ピストになれるよう頑張り

ますので皆様、ご指導・ご

鞭撻の程よろしくお願いい

たします。

作業療法士　中野 祐輔

　入職式から、早いもので4カ月が過ぎようとしています。新人看

護師3名は、障害者一般病棟へ配属されました。何一つ経験のない

私たちが、神経難病の患者様への看護や、医療機器の操作などで

きるのか正直不安でしたが、院内・院外研修で学び、先輩看護師に

支えられながら、何とか日々

の看護援助ができるように

なりました。まだまだ未熟な

私たちですが、患者様に信

頼される看護師になれるよ

う、今後も精一杯頑張りた

いと思います。

看護師　久我 美香



嚥下造影検査（VF）の
開始について

えんげ

　当院では、平成25年8月より、嚥下造影

検査（VF）を開始します。

【嚥下造影検査（VF）とは】　　　　　　

レントゲン透視装置を使用しながら食べ物

を摂取していただき、安全に食道を通過し

ているかどうかを確認する検査のことです。食べ物が気管に入った

り食道から戻ったりしないか、どのような姿勢や食形態でより安全に

食べることができるかなど、食事の観察だけでは分からない点をよ

り詳しく正確に調べることができるものです。

【当検査の対象者】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

病気や加齢に伴って食べ物の飲み込みが難しくなる｢嚥下障害｣が

ある方や、飲み込みに不安を感じ、将来的に「嚥下障害」を来す可能

性がある方を対象として行います。

【当検査に伴う治療効果】　　　　　　　　　　　　　　　　　

個々の患者様の飲み込みの状態に合わせたより効果的なリハビリテー

ションと、適した食形態や食事方法の指導を行っていきます。患者様が

安全においしく、満足してお食事ができるように支援していきます。

　 鮭に塩、酒を振って

おく。たかの爪は小口切

り、きゅうり、たまねぎ、

にんじん、ピーマンは千

切りにして混ぜておく。

鮭に片栗粉をまぶ

して油で揚げる。

バットに千切りにし

た野菜とレモンを半分

敷く。

暑い夏にも食欲が増す、酢を使ったさっぱ
りとしたメニューを紹介します。当院スタッ
フにも人気のメニューです。

●鮭…70ｇ×４切れ ●きゅうり…1/3本
●たまねぎ…1個 ●にんじん…1/3本
●ピーマン…1/2個 ●酢…大さじ4弱
●砂糖…大さじ4 ●塩…ひとつまみ
●酒…小さじ1弱 ●片栗粉…大さじ4
●サラダ油…適宜
●濃口しょうゆ…大さじ1と1/4
●薄口しょうゆ…大さじ2と1/4
●たかの爪…1本 ●レモン…４枚

鮭を並べて、残り

の野菜とレモンを上か

ら載せる。

  
調味料を鍋で温め

て4.に掛け、ラップを
掛けて1時間程なじま

せる。魚、野菜の順に

盛り付けて完成！

1.

2.

3.

4.

5.

材料（4人分）

食欲がなくなり夏バテしやすいこの季節。“酢”には疲
労回復やだ液の分泌を高めることで消化を助けた
り、食欲を増進させる効果があります。南蛮漬けは酢
を効率よく取れ、野菜のビタミン・ミネラルと、鮭の良
質なたんぱく質も一緒に取ることができます。

レシピ紹介 　　 管理栄養士　南部 美由紀

 （1人分：292kcal）

FPD搭載 デジタルＸ線
透視撮影システム

言語聴覚士　出本 麻奈美



内科
神経内科
脳神経外科
循環器内科
呼吸器内科
消化器内科

診療科 併設施設

在宅ケアセンター
●居宅介護支援事業所 なごみ
●ヘルパーステーション なごみ
●通所リハビリテーション なごみ

●物忘れ予防デイケア ときめき
●認知症デイケア かがやき
●精神科デイケア すまいる

地域リハビリテーションセンター
サービス付き高齢者向け住宅
きらり舞原

関連グループ法人

一般財団法人 化学及血清療法研究所
学校法人銀杏学園 熊本保健科学大学

医療法人杏和会 城南病院 広報委員会 編集発行

http://www.jonan-hospital.or.jp/

熊本 城南病院 検 索〒861-4214　熊本県熊本市南区城南町舞原無番地
TEL 0964-28-2555　FAX 0964-28-4849

外科
整形外科
リハビリテーション科
皮膚科
麻酔科
精神科

外来診療担当医

内野克

内野克

木村貴

片岡、麻生

平﨑、髙井

髙井

内野克

AM PMAM PMAM PMAM PMAM PMAM PM

髙井

髙井

木村貴

松村

内野院長

松村

木村貴

有吉、担当医

平﨑、髙井

髙井

内野院長

内野院長、有吉

平﨑

平﨑

担当医

松村

小出

松村

髙井

木村貴

麻生、担当医

平﨑

小出

木村竜

木村貴

熊大担当医

髙井

平﨑

小出

平﨑

木村貴

有吉

髙井

髙井

小出

髙井

髙井

大串

大串

内野克

内野院長

庄野

木村貴

片岡、担当医

平﨑、髙井

庄野

内野院長

内野院長、有吉

木村竜

木村貴

髙井

月 曜

内 科
神 経 内 科
呼吸器内科
消化器内科
循環器内科
外科

リハビリテーション科
精 神 科

整 形 外 科
皮 膚 科
内 視 鏡

超音波（腹部・乳腺・甲状腺）
超 音 波（心臓）
神経難病外来
物 忘れ 外 来

診療科目

小野
月2回不定

木村円
毎月最終金曜

担当医

担当医

火 曜 水 曜 木 曜 金 曜 土 曜

私たちは、病める人の気持ちを理解し、
“信頼され、選ばれる病院”を目指して研鑽します

城南病院の理念

学会等認定施設

日本認知症学会認定専門医教育施設
日本神経学会認定専門医准教育施設

住宅型有料老人ホーム まいのはら
グループホーム・ケアホーム けやき

外来診療時間

 9：00～12：30
13：30～17：00 

土曜（午後）、日曜、祝日

 9：00～12：00

平　日

土　曜

休診日

お問い合わせ

☎ 0964-28-2555
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バス・タクシーをご利用の場合
熊本交通センターから

「4番のりば」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

JR南熊本駅から
「南熊本バス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、「城南病院前バス停」下車

イオンモール熊本（旧ダイヤモンドシティクレア）から
「イオンモール熊本クレアバス停」より「乙女経由甲佐行き」乗車、
「城南病院前バス停」下車。またはタクシーで5分

JR富合駅から
「国町駐車場バス停」より「南区役所経由城南総合出張所行き」乗車、
「城南総合出張所」下車。その後タクシーで5分

九州自動車道をご利用の場合
九州自動車道御船ＩＣより車で10分

地域の医療ニーズに応えられる病院を
目指します
家族を入院させたい病院、職員が働き
続けたい職場づくりを目指します
医療技術・知識の向上を図ることを通
じて、急性期病院や地域の医療機関・
施設との連携を推進します
治療成果の向上と患者さまの満足度向上
を図るため院内連携を強力に推進します
良質な医療・介護サービスを提供する
体制を継続的に構築していくために健
全経営を実現します

基本方針　

使命

軽症例の急性期治療や亜急性期治療
脳血管疾患や整形疾患の急性期後の
リハビリテーション治療
神経難病の治療
認知症の治療
精神疾患の治療（身体リハビリテーショ
ン治療を含む）
精神疾患患者の身体合併症の治療
在宅生活を支援する包括的で継ぎ目の
ない保健・医療・介護・福祉サービス

事業領域

外
　
　
　
　
　
来

検
　
査
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門
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来


